
 

 

 

 

 

平成２８年１１月１０日 

四 国 電 力 株 式 会 社 

 

 

伊方発電所における通報連絡事象（平成２８年１０月分）について 

 
 

○ 平成２８年１０月に、当社から愛媛県ほか関係自治体に通報連絡した事象は以下の２

件です。これらの事象は、法律に基づく報告事象に該当するものではなく、また、環境

への放射能の影響もありませんでした。 

 

事   象 発生月日 発表月日 県の公表区分

１．伊方発電所 阿蘇山噴火による降灰の確認

について 
10月8日 － Ｃ 

２．伊方発電所３号機 原子炉トリップ回路

ロジック検査の中断について 
10月18日 － Ｃ 

                       県の公表区分 Ａ：即公表 

Ｂ：48 時間以内に公表 

Ｃ：翌月 10 日に公表 

 

 

○ 今月は過去に発生した通報連絡事象についての原因と対策をまとめた報告書の提出は

ありませんでした。 

 

 

（別紙）伊方発電所における通報連絡事象の概要（平成２８年１０月分） 
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１．伊方発電所 阿蘇山噴火による降灰の確認について 

 

１０月８日４時３９分頃、伊方発電所構内において、阿蘇山噴火による降灰を確認し

ました。 

その後、プラント全般の巡視点検を実施するとともに、各プラントパラメータのチェ

ックを実施し、７時４０分、プラントに異常のないことを確認しました。 

なお、伊方発電所での降灰状況は少量（ぱらぱらと認められる程度）でした。 

 

  

別紙 

伊方発電所における通報連絡事象の概要（平成２８年１０月分） 



 

 

 

 

２．伊方発電所３号機 原子炉トリップ回路ロジック検査の中断について 

 

１０月１８日、通常運転中の伊方発電所３号機において、原子炉トリップ回路ロジ

ック検査＊１中に、検査のために開放した原子炉トリップ遮断器２台が、再投入されま

した。 

これは、自動試験装置の試験許可スイッチを「試験許可」から速やかに「通常」に戻

さずに、「試験許可」状態で長く保持したことから、自動試験装置から発信されたリセ

ット信号により遮断器が再投入されたものであることを確認しました。 

このため、検査をやり直して当該遮断器が正常に動作することを確認しましたが、

 検査の終了時間が保安規定で定める検査条件の時間を超える可能性があったため、 

 １１時３０分に検査を中断しました。 

その後、検査要領書に試験許可スイッチの操作についての注意事項を追加し、再度検

査を行い、１０月１９日１２時１０分、問題なく検査を終了しました。 

なお、本事象によるプラント運転への影響および周辺環境への放射能の影響はありま

せんでした。 
 

＊１ 原子炉トリップ回路ロジック検査 

原子炉停止信号により、原子炉トリップ遮断器が開放することを確認する検査であり、１回

／月の頻度で実施している。なお、Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの４系統のうち、２系統を交互に検査する

ため、遮断器単独では１回／２月の頻度となる。 

 

伊方発電所３号機 原子炉トリップ回路ロジック検査 概要図 
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通常時の検査状態

今回の検査状態
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試験許可信号が継続していたため、
原子炉トリップ遮断器開放の約１０秒
後にリセット信号が発信し、原子炉ト
リップ遮断器が再投入された。
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